






































































所蔵品であったが、中井竹山がこれを借用し、二枚四面の板に摸刻した。こ 刻板からさらに拓本をとり、掛軸の形に表装したものが、 この資料である。 拓本の基となった版木も、現在、大阪大学懐徳堂文庫に保管されている。　
ここには、 「読聖賢書」 「立修斉志」 「存忠孝心」 「行仁


















































聯とは、 懐徳堂の講堂の二つの柱 掲示さ ていた聯で、中井竹山の揮毫による。署名の「渫翁」 竹山の号。この聯は、本来 「經術心之準繩、文章道之羽翼」 （経術は心の準縄、文章 道の羽翼）という上下二句から成っており、各々一枚の紙に筆写され、左右相対して掲げられていた。現在、大阪大学懐徳堂文庫に伝わっているの向かって左側にあった下聯「文章道之羽翼」 みである。そこで、竹山の筆跡をもとに、上聯「經術心之準繩」の部分をＣＧで復元した。
　
右が、ＣＧによって復元された上聯。左が、懐徳堂文






































徳堂は、現在、ど ような形態で運営され、またどのような活動を継続しているかとの質問があっ 。これについて竹田氏 財団法人懐徳堂記念会が大阪大学 協力して運営しており 記念会が設立されてからすでに百年が経過したこと、また、現在も会員や市民向けの多くの講座が公開されていることを説明した。　
朱子学の聖地である白鹿洞書院は、建物が現存してい
るものの、こうした国際学会以外には日常的な活動 なされていないようである。これに対して、懐徳堂は、建物こそないも の、二度の歴史の断絶 乗り越えて、今もその精神を活かした活動が続けら ている。 この点に、参加者は大いに関心を抱いたようであった。　
今回、世界の研究者に懐徳堂 存在と意義を明示でき
た点は大きな収穫であったが、一方 、まだその認知度は低いとも感じられた。例えば、現地で入手した『千年学府─白鹿洞書院─』 （江西人民出版社 〇〇三年）には、 「 在国外的影響」の章があり、日本の
白鹿洞書院にて、学会出席者（左から吾妻、湯浅、鶴成、井澤、竹田）、後ろは朱子像

































たものに、 拙稿 「書院としての懐徳堂」 （ 『東アジア文化交渉学』別冊２「東アジアにおける書院研究」 、関西大学文化交渉学教育研究拠点
IC
IS 、二〇〇八年） 、および「懐徳堂研究の可
能性─韓国の書院と祖先祭祀儀礼から考える─」 （ 『懐徳堂研究』第一号、二〇一〇年）などがある。
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